
本
年
も
三
十

一
日

に
大
晦

日
恒
例

の

「除
夜
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ゆ
く
年
に

感
謝

・
く
る
年
に
祈

念
の
心
を
も

っ
て
撞

く
除
夜
の
鐘
つ
き
を

メ
イ
ン
に
、
本
堂
を

暖
か
く
し
て
、
年
越

し
そ
ば

・
う
ど
ん
、

甘
酒
と
年
酒
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

除
夜
の
鐘
を
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
々
に

撞
い
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
午
後
十

一

時
前
か
ら
撞
き
始
め

去
る
、
十
二
月
十

二
日

（
日
）
午
後
に

実
施
い
た
し
ま
し
た

本
堂
す
す
払
い
作
業

に
、
六
十
名
近
い
方

ま
す
。
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
除
夜
会

に
引
き
続
き
、
修
正

会
の
勤
行
を
午
前
〇

時
よ
り
本
堂
に
て
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
年
頭
の
本

堂
で
の
ご
挨
拶
は
例

年
通
り
元
日
だ
け
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

十
六
日
、
午
後
二
時

か
ら
初
法
座
の

「御
書

講
」
を
、
尼
講
の
初
例

会
も
兼
ね
て
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

々
の
ご
奉
仕
を
え
て
、
ホ

コ
リ
払
い
と
拭
き
掃
除
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

去
る
、
十
二
月
十

九
日
に
照
光
寺
年
度

末
勘
定
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
二
十

一
年
度
運
営
経
過
報

告

・
同
監
査
報
告
が

そ
れ
ぞ
れ
住
職

・
担

当
役
員
か
ら
報
告
さ

れ
、
い
ず
れ
も
異
議

お
敬
い
は
、
各
ご

門
徒
さ
ま
宅
の
お
内

仏

（仏
壇
）
の
報
恩

講
と
い
う
意
味
の
あ

り
、
宗
祖

・
親
鸞
聖

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び

正
信
偈
の
お
勤
め
を

通
し
て
、
お
念
仏
の

み
教
え
を
確
か
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
真
宗

門
徒
に
と

っ
て

一
年

で
最
も
大
切
な
お
勤

め
で
す
。
お
敬
い
の

な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

（裏
面
掲
載
）

続
い
て
二
十
二
年

度
運
営
計
画
と
収
支

予
算
案

（裏
面
掲

載
）
が
提
案

・
協
議

さ
れ
原
案
通
り
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

お
内
仏
の
お
飾
り
は

は
、
打
敷
を
掛
け
、

蝋
燭

（
ロ
ー
ソ
ク
）

は
朱
ロ
ー
ソ
ク
を
ご

準
備
く
だ

さ

い
。

宿
宅
に

当
た

っ

て

い
る
方
は
、
お

参
り

い
た
だ

い
た

皆

さ
ま
に

し
て

い

た
だ
く
、
焼
香

の

準
備

（
焼
香
炭

）

も

お
忘
れ
な
く

お

願
い
い
た
し
ま
す
。

謹

ん
で

新
年

の
ご

挨
拶

を
申

し
上
げ

ま

す

。
本
年

も

、

こ

の
照
光

寺

だ
よ
り

を
通

し
て

様

々
な

情

報
を

お
伝
え

し
て

い

き

た

い

と

思
い

ま

す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

元元元元旦旦旦旦やややや

今今今今日日日日ののののいいいいののののちちちちにににに
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木村 無相

一
日

（
土

）

修修修修
正正正正
会会会会

午
前

０
時

八
日

（土
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八八八八
番番番番
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

十

一
日

（火
）

十十十十
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

十
三
日

（木
）

九九九九
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

十
四
日

（金
）

四四四四
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

十
六
日

（日
）

御御御御
書書書書
講講講講

午
後
二
時

十
六
日

（日
）

年年年年
行行行行
事事事事
会会会会

午
後
八
時

十
七
日

（月
）

松松松松
尾尾尾尾
地地地地
区区区区
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

十
八
日

（火
）

二
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

二
十
日

（木
）

六
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

二
十
二
日

（土
）

三
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

二
十
四
日

（月
）

八八八八
組組組組
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

二
十
六
日

（水
）

七
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

二
十
七
日

（木
）

五五五五
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

二
十
八
日

（金
）
おおおお
講講講講

当
番

町
上
組

午
前
八
時

二
十
九
日

（土
）

一
組組組組
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

一一一一
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

敬敬敬敬

弔弔弔弔

ご
生
前

の
ご
遺
徳
を
偲

び
、
謹

ん

で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

法

名

釋

尼
浄

心

俗
名

藤
原
う
た
様

（山
本
）

十
二
月
二
十
二
日
寂

九
十
五
歳

仏仏仏仏事事事事ののののイイイイロロロロハハハハ
～お敬いについて～

年
末
年
始
の
行
事
案
内

本
堂
す
す
払
い
作
業
お
礼

すす払い作業の様子

平平平平
成成成成
二二二二
十十十十
二二二二
年年年年
度度度度
・・・・おおおお
講講講講
当当当当
番番番番
組組組組

一
月
二
十

八
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（金
）

町
上
組

二
月
二
十

八
日

（月
）

七
番
組

三
月
二
十

八
日

（月
）

八
番
組

四
月
二
十

八
日

（木

）

一
番
組

五
月
二
十

八
日

（土

）

二
番
組

六

月
二
十

八
日

（火

）

三
番
組

七
月
二
十

八
日

（木

）

四
番
組

八
月
二
十

八
日

（
日
）

町
下
組

九

月
二
十

八
日

（水

）

五
番
組

十

月
二
十

八
日

（金
）

六
番
組

十

一
月
二
十

八
日

（
月
）
照
光
寺

＊
毎
月
、
定
例
二
十
八
日
で
す
。

一
～
三
月
は
午
前
八
時
よ
り

四
月
～
十

一
月
は
午
前
七
時
半
よ
り

平平平平
成成成成
二二二二
十十十十
二二二二
年年年年
度度度度

年年年年
行行行行
事事事事
ささささ
んんんん
ごごごご
紹紹紹紹
介介介介

一
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小
澤

政
江

様

二
組
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悦
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徳
田
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三
組

池
内

ヨ
シ
子

様

西
塚

典
子

様

四
組

外
池

恵
子

様

五
組

岡
崎

よ
し
江

様

六
組

小
沢

昌
江

様

七
組

徳
田

文
恵

様

八
組

西
村

恭
子

様

町
方
報
恩
講
当
番

河
原
・蔵
王
地
区

平平平平
成成成成
二二二二
十十十十
二二二二
年年年年
度度度度

・・・・
決決決決
算算算算
会会会会
開開開開
催催催催


